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個人所得分布におけるワイブルスケールと経済指標
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個人所得分布は， 1897年にパレートが Pareto則を発見してから，現在までに多くの人々によっ

て解析されている.特に全体の上位数%である高額所得者の分布関数はベキ分布となり，フラクタ

ノレ性を示し，それ以外の大多数の中低額所得者の分布はベキ分布とはならずに非フラクタノレ性を示

すことが知られている.そして高額所得者のベキ分布の指数であるパレート指数は時代や国を問

わずにほぼ 2であることが報告されており，また同時に，中低額所得者の分布関数は対数正規分布

関数や指数分布関数で説明できると報告されている [1，2]. 

一般的にスケー/レ不変な理論はその対象によらずに系の対称性としてフラクタノレ性を示す.一方

スケーノレ不変な理論にスケー/レを持つ項を加えると，そのスケー/レが無視できない領域ではスケー

ノレ不変性が破れる.個人所得分布は，まさに高額所得者の領域ではスケーノレ不変となるが，所得が

高額から低額へ移り変わると，ある典型的なスケーノレの付近から，フラクタノレ性が次第に崩れる系

となっており，フラクタ/レ性と非フラクタノレ性が共存する系であると捉えることが出来る.その典

型的なスケーノレを我々はワイプルスケールと呼んで、いる.我々は，このような系を記述するモデル

として， 2次元量子重力理論の中の R2模型に着目し，2次元面の幾何学的な分布の性質で個人所得

の分布を説明できる可能性を模索している [3，4] 4. 

R2 項を持った 2次元量子重力模型において Kawai-N akayamaの結果と MINBU分析から，

MINBU(最小の境界を 1つ持った単連結の 2次元面)の分布関数が得られる;

州 x) '̂ Nw x1'o-2 exp [-:] 

np(x) ，....， Np xγ∞ 2 forω く Z く∞.

(1) 

(2) 

for 0 :$ x三ω，

ここで，Xは MINBUの面積，nw，npはそれぞれ面積 Z の MINBUの状態数，NwとNpは規

格化定数である5 指数γ∞と γoはモデノレの詳細から決まる定数である.そして， ωが典型的なス

ケーIレとみなせる次元を持ったパラメータであり，ワイプルスケーノレと呼ぶ.ワイプルスケール却

によって MINBUの分布状態が (1)の非フラクタル分布と (2)のフラクタ/レ分布，すなわちベキ分

布に分かれることがわかる.ワイプルスケーノレの{直はデータフィットから得られる.

ワイプルスケーノレと系の平均値との相関関係は

e r(← γ0，1) +士 1-'Yr""Cl 
((Xm三)x) で w+ J<.:JVxm 

e r (1 -1'0， 1) + 1え -ioo
(3) 

と与えられるととがわかる (4].ここでr(リ)は不完全ガンマ関数r(叩)= g'o dt e-t tZー 1であ

り，xmは MINBU数の最小限方向のカットオフである.

実際の個人所得データの分布を調べる際に，モデルのパレート指数を決める必要が生じる.ここ

ではパレート指数を 2と仮定すると [1J， γ∞-2 =-3となり γ∞=-1，γ0=-1/3と定数が決
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5面積 Aの 2次元面に面積 Bの MINBUが存在している場合を想定しており x=(l-B/A)Bである.
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まる.Xを個人所得とみなし実際のデータのフィットからワイプルスケーノレ却を求めることがで

き， (1)と(2)を用いて分布状態を説明できる.今回は3論文 [4]にて解析した期間をさらにより過

去へ延ばし， 1968年から 2000年の日本における個人所得デ}タに対して分析を行う.ワイプルス

ケー/レと平均値の相関関係 (3)はう

((Xm 三)x)w+p ，....， 0.980切十 2品目 (4) 

と得られ， 1968年から 2000年の期間においても成立することがわかる(図 1).パプ‘ノレ期間 (1987

年から 1991年)は梱関関係 (4)が成立しないがヲこれはパレート指数が 2からずれてしまうこと

が原因だと考えられる.我々の分布ではワイプルスケー/レが唯一のパラメータであり 3 その変化は

(4)より平均値の変化白に対応している.これは， Souma-Nireiでの結果「個人所得分布は年によっ

て変化するが平均値で規格化すると分布はほぼ重なるJと一致する.

さらに，ワイプルスケーノレ ωの経済的な意味を理解するために，経済指標として良く知られてい

る消費者物価指数 CPIとの相聞を調べると正の相聞を示すことがわかる(図 2).
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図 1:ワイプルスケーノレと平均値 図 2:ワイプルスケーノレと CPIの相関関係、

1968年から 2000年までの相関関係は CPI= O.233w + 1.870となり決定係数は R2= 0.882で

ある.この相関は次のように理解できる.CPIの変化は物価指数の変化であり，ひいては所得分

布の横軸の平行移動に対応するであろう.一方ワイプルスケー1レの変化は非フラクタノレ領域とフ

ラクタノレ領域の境界値の変化であるため，同じく所得分布の平行移動に対応すると考えられる.し

たがって?我々のモデ〉レは調べた範囲内において無矛盾であり， CPIなどの経済指標はワイプルス

ケーノレを通してみれば系の対称性に関係する指標とみなせるかもしれない.
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